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ワシントン海軍軍縮条約廃棄問題
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一
　
は
じ
め
に

　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
一
二
月
二
九
日
、
日
本
政
府
は
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条（
1
）約の
廃
棄
を
通
告
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
一
二
月
か

ら
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
会
議
本
交
渉
か
ら
も
脱
退
し
た
（
昭
和
一
一
年
一
月
一
五
日
）。
こ
の
結
果
、
日
本
は
大
正

一
一
年
以
来
続
い
て
き
た
海
軍
軍
備
制
限
時
代
に
終
止
符
を
打
ち
、
昭
和
一
二
年
以
降
無
条
約
状
態
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
っ（
2
）た。

　
日
本
に
よ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
の
廃
棄
問
題
に
つ
い
て
は
、
麻
田
貞
雄
や
ペ
ル
ツ
（Stephen E. Pelz

）
な
ど
に
よ
る
優
れ
た
先

行
研
究
が
あ
る（
3
）が、

加
藤
友
三
郎
や
加
藤
寛
治
に
代
表
さ
れ
る
人
物
や
「
条
約
派
」「
艦
隊
派
」
な
ど
の
派
閥
の
思
想
や
行
動
の
観
点
か

ら
の
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
海
軍
随
員
等
と
し
て
参
加
し
て
い
た
者
に
は
、
そ
の
後
栄
進
し
、
重
要
な
立
場
で
ロ

ン
ド
ン
会
議
や
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
会
議
な
ど
に
関
係
し
た
者
が
多
い
（
加
藤
寛
治
、
山
梨
勝
之
進
、
野
村
吉
三
郎
、
末
次
信
正
、
永
野
修
身
、
堀

悌
吉
な
ど
）。
し
た
が
っ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
け
る
六
割
比
率
の
受
諾
を
め
ぐ
る
「
両
加
藤
」
の
対
立
を
起
点
と
し
て
、
個
人
や

派
閥
に
分
析
の
力
点
を
置
く
手
法
に
は
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ（
4
）る。
し
か
し
、
最
近
に
お
い
て
は
、
当
時
日
本
海
軍
が
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ロ

ン
ド
ン
両
軍
縮
条
約
と
の
関
連
で
抱
え
て
い
た
問
題
、
す
な
わ
ち
軍
事
技
術
の
変
化
や
老
朽
艦
船
の
代
換
建
造
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
た

分
析
が
行
わ
れ
て
い（
5
）る。

　
本
稿
で
は
主
に
日
米
関
係
の
変
化
の
観
点
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
廃
棄
問
題
を
考
察
す
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
い
て
日
本
が

海
軍
力
の
対
米
六
割
の
劣
勢
比
率
を
受
け
入
れ
、
山
東
問
題
な
ど
で
中
国
側
に
対
し
て
譲
歩
を
行
っ
た
大
き
な
理
由
は
、
日
米
関
係
を
悪

化
さ
せ
る
こ
と
を
恐
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
孤
立
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
本
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
英

国
や
仏
国
の
動
向
を
研
究
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
以
後
、
独
国
の
台
頭
な
ど
欧
州
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
た
。
昭
和
九
年
、
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
会
議
予
備
交
渉
を
前
に
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し
て
、
英
国
で
は
米
国
と
の
関
係
を
犠
牲
に
し
て
も
日
本
と
の
宥
和
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
空
軍
力
の
強
化
に
あ
て
、
独
国
の
脅
威

に
備
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
蔵
相
と
日
本
と
の
宥
和
の
現
実
的
可
能
性
を
疑
問
視
し
英
米
関
係
を
重
視
す
る
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
首
相
の
見
解
が
対
立
し
て
い（
6
）た。

　
仏
国
で
は
伊
国
と
の
関
係
の
悪
化
に
よ
り
、
伊
国
と
の
主
力
艦
の
パ
リ
テ
ィ
ー
を
定
め
た
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
の
更
新
・
延
長
に
同

意
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
仏
国
は
北
海
に
お
い
て
独
国
の
、
地
中
海
に
お
い
て
は
伊
国
の
脅
威
に
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
伊
国
は
高
ま
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
下
、
仏
国
と
の
パ
リ
テ
ィ
ー
を
絶
対
必
要
と
し
て
い（
7
）た。
広
田
外

相
は
仏
国
と
共
同
で
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
を
廃
棄
す
る
方
向
を
追
求
し
た
が
、
仏
国
は
政
治
的
配
慮
か
ら
こ
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
仮
に
日
本
が
昭
和
九
年
一
二
月
に
廃
棄
を
通
告
し
な
く
て
も
、
仏
国
の
反
対
な
ど
に
よ
り
、
ワ
シ
ン
ト

ン
軍
縮
条
約
を
そ
の
ま
ま
の
五
カ
国
条
約
の
形
で
更
新
・
延
長
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
本
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
英
国
や
仏
国
の
動
向
を
研
究
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
稿
に
お
い
て
行
う
こ
と
と

し
、
本
稿
で
は
日
米
関
係
の
変
化
の
観
点
に
絞
っ
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制

㈠
　
対
米
協
調
の
成
果
と
し
て
の
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制

　
日
露
戦
争
に
よ
っ
て
日
本
が
満
州
に
権
益
を
獲
得
し
て
以
降
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
の
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
に
至
る
ま
で
、
日

米
関
係
の
中
心
的
問
題
は
、
移
民
問
題
な
ど
の
例
外
を
除
き
、
日
中
関
係
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
大
き
な
比
重
を
占

め
て
き
た
。「
日
本
が
フ
イ
リ
ピ
ン
と
ハ
ワ
イ
に
領
土
的
野
心
を
持
た
ず
、
ア
メ
リ
カ
が
朝
鮮
半
島
を
中
心
と
す
る
日
本
の
勢
力
範
囲
に



法学政治学論究　第100号（2014.3）

4

介
入
す
る
意
志
を
持
た
な
い
中
で
、
両
国
間
の
摩
擦
は
対
中
国
政
策
を
め
ぐ
っ
て
高
ま
っ
て
い
っ（
8
）た。」
そ
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
の
終

了
に
伴
い
、
米
国
が
国
際
政
治
の
舞
台
に
お
い
て
戦
後
秩
序
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
本
の
中
国
政

策
そ
の
も
の
が
対
米
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

　
三
谷
太
一
郎
に
よ
れ
ば
、
原
内
閣
に
よ
っ
て
「（
世
界
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
化
に
対
応
す
る
た
め
、）
打
ち
出
さ
れ
た
対
米
協
調
は
必
然
的
に
ア

メ
リ
カ
の
『
姉
妹
共
和
国
』
た
る
中
国
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
転
換
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
対
米
協
調
は
主
と
し
て
中
国
問

題
と
の
関
連
に
お
い
て
そ
の
現
実
的
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
り
、
逆
に
中
国
問
題
の
解
決
は
対
米
関
係
の
調
節
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
つ
ま
り
、
対
米
協
調
と
は
主
と
し
て
中
国
政
策
に
お
け
る
対
米
協
調
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
直
ち
に
対
中
国
政
策
の
転
換
を

意
味
し
た
の
で
あ
っ（
9
）た。」

　
米
国
は
大
正
一
〇
年
七
月
一
一
日
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
建
艦
競
争
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
と
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
に
よ
る

対
華
二
一
カ
条
要
求
問
題
や
シ
ベ
リ
ア
出
兵
問
題
な
ど
不
協
和
音
の
目
立
つ
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
列
強
間
の
協
調
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
日
・
英
・
仏
・
伊
各
国
に
対
し
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
開
催
に
つ
い
て
非
公
式
に
提
議
を
行
っ
た
。「
国
難
来
る
」
と

い
っ
た
新
聞
論
調
も
あ
っ
た
中
で
、
日
米
関
係
を
重
視
す
る
「
原
首
相
は
敢
然
と
（
招
請
に
）
応
じ
、
太
平
洋
の
対
岸
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の

役
割
を
担
お
う
と
し
）
10
（

た
。」

　
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
で
英
米
日
の
主
力
艦
の
比
率
は
五
・
五
・
三
と
定
め
ら
れ
た
。
英
米
間
は
パ
リ
テ
ィ
ー
と
な
る
と
と
も
に
、
日

本
は
対
米
六
割
の
比
率
と
な
っ
た
。
対
米
六
割
と
い
う
数
字
は
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
。
米
国
側
が
六
割
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
日
本

側
が
七
割
を
主
張
し
、
結
局
フ
イ
リ
ピ
ン
、
グ
ア
ム
な
ど
の
非
要
塞
化
を
条
件
と
し
て
、
日
本
側
が
六
割
を
受
諾
し
た
。
米
国
が
会
議
に

お
い
て
六
割
の
根
拠
と
し
た
の
は
、
建
造
中
の
も
の
を
含
め
た
主
力
艦
の
現
勢
力
比
で
あ
っ
た
。
日
本
側
の
加
藤
寛
治
（
海
軍
首
席
随

員
）
ら
の
主
張
し
た
国
家
の
安
全
確
保
の
た
め
の
所
要
海
軍
力
と
い
う
観
点
か
ら
の
議
論
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
国
家
の
安
全
確
保
の
見

地
か
ら
必
要
な
海
軍
力
を
議
論
す
れ
ば
「
議
論
紛
糾
シ
テ
容
易
ニ
決
定
セ
サ
）
11
（
ル
」
と
い
う
の
が
米
国
の
主
張
で
あ
り
、
日
本
側
は
そ
れ
に
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押
し
切
ら
れ
る
格
好
と
な
っ
た
。

　
こ
の
時
の
日
本
側
首
席
全
権
加
藤
友
三
郎
の
考
え
は
以
下
の
電
文
に
要
約
さ
れ
て
い
よ
う
。「（
日
本
が
七
割
の
主
張
に
固
執
し
た
場
合
）

今
回
ノ
会
議
ヲ
失
敗
ニ
帰
セ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
将
来
海
軍
競
争
ヲ
惹
起
シ
テ
我
ハ
結
局
六
割
以
下
ノ
率
ニ
下
ル
ヘ
キ
ハ
勿
論
、
帝
国

ノ
将
来
国
際
上
全
ク
孤
立
ノ
地
位
ニ
陥
リ
或
ハ
我
ニ
対
抗
シ
テ
英
米
支
仏
間
ニ
堅
キ
提
携
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス
。
実
ニ
現
下
ノ

状
態
ハ
帝
国
ノ
将
来
ニ
取
リ
禍
福
ノ
決
ス
ル
分
岐
点
ト
モ
見
ル
ヘ
ク
誠
ニ
憂
慮
ニ
堪
ヘ
）
12
（

ス
。」
加
藤
は
将
来
の
「
海
軍
競
争
」
だ
け
で
は

な
く
「
国
際
上
全
ク
孤
立
ノ
地
位
」
と
な
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
六
割
を
受
諾
し
た
の
で
あ
っ
）
13
（
た
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
け
る
極
東
問
題
の
討
議
に
お
い
て
、
日
本
は
山
東
問
題
な
ど
で
中
国
に
対
し
て
幾
つ
か
の
大
き
な
譲
歩
を
行
っ

た
。
重
要
な
こ
と
は
、
日
本
側
の
譲
歩
は
日
中
二
カ
国
間
の
直
接
的
な
力
関
係
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
が
日
中

関
係
の
改
善
を
通
し
て
米
国
、
ひ
い
て
は
世
界
と
の
関
係
改
善
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
山
東
問
題
の
中
に
あ
っ
て
最
も
難
関
と
さ
れ
た
鉄
道
処
分
に
つ
い
て
の
日
本
全
権
の
請
訓
中
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
か
ら
獲
得
し
た
山
東
鉄
道
の
処
分
に
つ
い
て
、
日
本
が
影
響
力
保
持
の
た
め
中
国
と
の
合
弁
案
、
次

い
で
借
款
案
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
中
国
側
が
現
金
ま
た
は
国
庫
証
券
に
よ
る
即
時
買
収
案
を
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
つ
い
に
会
議
は

デ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ク
に
乗
り
上
げ
た
。
こ
こ
で
日
本
全
権
は
内
田
外
務
大
臣
に
請
訓
を
行
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
此
ノ
機
会
ニ
於
テ
多
年
ノ
難
関
ヲ
解
決
シ
テ
列
国
ノ
疑
惑
ヲ
一
掃
シ
、
折
角
日
本
ノ
立
場
ニ
付
キ
漸
次
良
好
ナ
ル
了
解
ヲ
得
ツ
ツ
ア
ル

今
日
、
一
層
日
本
ノ
対
支
関
係
ニ
寛
大
公
正
ナ
ル
態
度
ヲ
明
示
ス
ル
コ
ト
ハ
帝
国
ノ
国
際
政
局
ニ
於
ケ
ル
地
位
ヲ
良
好
ナ
ラ
シ
メ
ル
為
最

モ
得
策
ニ
シ
テ
且
ツ
絶
好
ノ
機
会
ナ
リ
ト
信
ジ
、
御
訓
令
ノ
趣
旨
ニ
反
セ
ザ
ル
限
リ
譲
歩
ノ
態
度
ヲ
示
シ
ツ
ツ
支
那
側
ト
ノ
交
渉
継
続
ニ

努
メ
」
て
き
た
が
、
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
日
中
双
方
の
根
本
の
主
義
が
異
な
る
た
め
、
何
ら
か
の
譲
歩
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
一
両
日
間
は

交
渉
を
引
き
延
ば
し
得
る
が
、
つ
い
に
交
渉
を
打
ち
切
る
か
、
あ
る
い
は
英
米
側
に
調
停
を
依
頼
す
る
か
の
ほ
か
途
の
な
い
状
況
と
な
っ

た
。「
此
ノ
際
難
キ
ヲ
忍
ン
デ
更
ニ
譲
歩
シ
大
局
上
ヨ
リ
打
算
シ
、
一
日
モ
早
ク
解
決
ス
ル
ノ
要
ア
リ
。
殊
ニ
山
東
問
題
ノ
解
決
ヲ
予
想
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セ
ル
『
ロ
ッ
ジ
』
一
派
ヲ
始
メ
米
国
上
院
ノ
形
勢
ハ
本
件
解
決
如
何
ニ
ヨ
リ
悪
化
シ
、
以
前
ノ
反
対
ヲ
固
持
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
地
位

ニ
帰
ル
ノ
虞
ア
リ
」
と
し
て
、
中
国
側
の
主
張
す
る
現
金
即
時
払
い
に
よ
る
解
決
を
強
く
要
請
し
た
の
で
あ
っ
）
14
（

た
（
最
終
的
に
国
庫
証
券
に

よ
る
買
収
で
合
意
）。

　
こ
の
よ
う
に
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
は
米
国
と
の
協
調
ま
た
そ
れ
を
通
じ
て
国
際
的
な
孤
立
に
陥
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
成

立
し
た
の
で
あ
っ
た
。㈡

　
軍
縮
と
極
東
に
お
け
る
政
治
問
題
の
一
体
的
解
決

　
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
い
て
、
海
軍
の
軍
縮
と
極
東
に
お
け
る
政
治
問
題
の
解
決
と
い
う
二
つ
の
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
は
解
決
で

き
な
い
問
題
で
あ
り
、
一
体
と
し
て
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
米
国
に
は
よ
く
認
識
さ
れ
て
い
）
15
（

た
。
こ
の
こ
と

は
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
冒
頭
の
米
国
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
の
演
説
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
抑
モ
本
会
議
ニ
太
平
洋
極
東
問
題
ノ
討
議
ヲ
モ
含
マ
シ
メ
タ
ル
ハ
、
軍
備
制
限
ニ
関
ス
ル
協
定
ヲ
妨
ケ
又
ハ
之
ヲ
遅
延
セ
シ
メ
ン
カ
為
メ
ニ
非
ス
シ

テ
、
本
会
議
ヲ
機
会
ト
シ
極
東
ニ
於
ケ
ル
主
義
政
策
ニ
関
シ
共
通
ノ
諒
解
ヲ
遂
ケ
各
国
軍
備
ノ
根
源
ヲ
減
殺
シ
又
ハ
出
来
得
ヘ
ク
ン
ハ
全
然
之
ヲ
除
去

シ
仍
テ
以
テ
軍
備
制
限
ノ
企
図
ヲ
助
成
セ
ン
カ
為
ニ
外
ナ
ラ
）
16
（

ス
。

　
米
国
の
会
議
戦
略
は
成
功
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
は
「
海
軍
軍
備
制
限
に
関
す
る
条
約
」、
日
英
同
盟
の
廃
棄
や
太
平
洋
に
お
け
る
領

土
の
相
互
尊
重
な
ど
を
定
め
た
「
太
平
洋
方
面
に
於
け
る
島
嶼
た
る
属
地
及
島
嶼
た
る
領
地
に
関
す
る
四
国
条
約
」（
以
下
「
四
カ
国
条

約
」
と
い
う
）、
中
国
の
主
権
、
独
立
、
領
土
的
・
行
政
的
保
全
、
中
国
に
お
け
る
機
会
均
等
、
門
戸
開
放
な
ど
を
定
め
た
「
中
国
に
関
す

る
九
国
条
約
」（
以
下
「
九
カ
国
条
約
」
と
い
う
）
な
ど
の
成
果
を
生
み
出
し
）
17
（
た
。
重
要
な
点
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
に
お
け
る
日
本
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の
対
米
六
割
の
制
限
が
、
九
カ
国
条
約
の
定
め
る
中
国
の
領
土
保
全
や
中
国
に
お
け
る
門
戸
開
放
な
ど
の
誓
約
と
一
体
の
も
の
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
軍
縮
問
題
と
極
東
の
政
治
問
題
の
一
体
的
解
決
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
大
き
な
特
徴
を
な
す
も
の
で
あ

る
が
、
一
体
的
解
決
の
結
果
、
対
米
六
割
の
比
率
は
日
本
の
防
衛
と
い
う
よ
り
も
極
東
に
お
け
る
日
本
の
行
動
の
抑
制
と
い
う
観
点
か
ら

日
米
と
も
に
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

㈢
　
日
本
海
軍
の
対
米
六
割
の
理
解

　
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
締
結
当
時
、
日
本
の
対
米
六
割
の
比
率
は
米
国
海
軍
軍
人
に
不
満
な
も
の
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ッ
ト
（W

illiam
 

Pratt

当
時
海
軍
将
官
会
議
委
員
、
の
ち
に
海
軍
作
戦
部
長
）
な
ど
を
除
く
多
く
の
米
国
海
軍
軍
人
は
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
決
定
に
反
対
で
あ
っ

た
。
米
国
海
軍
は
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
ド
イ
ツ
に
代
わ
っ
て
日
本
を
最
も
敵
国
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
国
と
考
え
て
き
て
お
り
、
大
正

八
年
に
は
海
軍
を
二
分
し
、
一
つ
を
大
西
洋
に
も
う
一
つ
を
太
平
洋
に
配
備
す
る
な
ど
の
措
置
を
取
っ
て
き
）
18
（
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
準

備
段
階
に
お
い
て
、
海
軍
将
官
会
議
は
望
ま
し
い
日
米
海
軍
の
比
率
は
、
日
英
同
盟
が
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
一
〇
対
五
で
あ

る
と
の
意
見
を
提
出
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
国
務
長
官
を
は
じ
め
政
治
指
導
者
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た

日
本
側
の
六
割
の
比
率
受
入
れ
の
交
換
条
件
で
あ
っ
た
フ
イ
リ
ピ
ン
や
グ
ア
ム
な
ど
の
非
要
塞
化
の
受
入
れ
に
よ
っ
て
、
米
国
海
軍
は
有

事
の
際
の
前
進
根
拠
地
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
条
約
に
批
判
的
な
者
は
、
日
本
こ
そ
が
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
の
最
大
の
受
益
者
で
あ

り
、
日
本
は
極
東
に
お
け
る
支
配
的
な
地
位
を
与
え
ら
れ
た
と
述
べ
）
19
（
た
。

　「
海
軍
の
戦
略
家
達
は
政
府
の
公
に
さ
れ
た
立
場
を
最
終
的
な
も
の
と
し
て
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
立
場
の
幾
つ
か
の
も

の
は
余
り
に
も
曖
昧
で
あ
っ
た
し
、
他
の
も
の
は
余
り
に
も
多
く
の
条
件
付
き
で
あ
っ
た
。
海
軍
将
校
た
ち
は
、
そ
の
た
め
に
政
治
的
権

力
が
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
方
が
よ
り
明
瞭
な
長
期
的
意
見
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、

最
悪
の
場
合
に
備
え
た
彼
ら
の
推
論
は
ほ
と
ん
ど
支
持
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。」
多
く
の
米
国
海
軍
軍
人
に
と
っ
て
、
日
本
の
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自
己
抑
制
に
依
存
す
る
こ
と
は
政
策
の
基
礎
を
能
力
で
は
な
く
意
図
に
置
く
も
の
と
思
え
た
し
、
米
国
の
政
治
家
は
ア
ジ
ア
に
対
す
る
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
裏
付
け
る
た
め
の
軍
事
力
の
問
題
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
の
で
あ
っ
）
20
（

た
。

　
日
本
海
軍
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
全
権
に
対
す
る
政
府
の
訓
令
に
あ
る
よ
う
に
、「
帝
国
ノ
海
上
兵
力
ニ
関
シ
テ
ハ
地
理
的
地
位
及

国
情
ニ
鑑
ミ
強
テ
他
ノ
強
大
国
ト
均
勢
ヲ
主
張
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
ト
雖
モ
、
帝
国
ノ
安
全
ト
世
界
平
和
ノ
維
持
ト
ノ
為
少
ナ
ク
ト

モ
東
洋
ノ
海
面
ニ
於
テ
彼
等
（
他
の
強
大
国
）
ノ
運
用
シ
得
へ
キ
実
勢
力
ト
略
均
勢
ヲ
保
持
ス
ル
ニ
足
ル
モ
）
21
（

ノ
」
を
必
要
と
し
、
具
体
的

に
米
国
海
軍
に
対
す
る
比
率
で
は
一
〇
対
七
を
必
要
と
す
る
と
考
え
て
い
た
。
対
米
六
割
の
比
率
は
日
本
の
安
全
や
西
太
平
洋
に
お
け
る

海
上
兵
力
の
均
勢
を
否
定
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

　
対
米
六
割
の
数
字
が
日
米
海
軍
力
の
優
劣
に
と
っ
て
客
観
的
に
ど
の
よ
う
な
数
字
で
あ
っ
た
か
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は

時
代
の
進
展
に
伴
い
、
軍
事
技
術
の
発
達
な
ど
に
よ
り
変
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
日
本
海
軍
の
対
米
七
割
と
い
う
数
字
は
決

戦
海
面
に
お
け
る
七
割
で
は
な
か
っ
た
。
太
平
洋
を
横
断
し
て
く
る
米
国
の
戦
艦
部
隊
を
、
そ
の
進
出
途
上
に
お
い
て
潜
水
艦
や
巡
洋

艦
・
駆
逐
艦
あ
る
い
は
航
空
機
に
よ
る
攻
撃
で
七
割
程
度
に
漸
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
戦
海
面
に
お
い
て
は
概
ね
日
米
が
互
角
の
戦

艦
勢
力
に
な
る
よ
う
に
し
た
上
で
、
最
終
的
な
決
戦
に
勝
利
し
よ
う
と
す
る
構
想
で
あ
っ
）
22
（
た
。
し
か
し
、
当
時
潜
水
艦
や
航
空
機
の
戦
艦

に
対
す
る
攻
撃
力
の
評
価
は
必
ず
し
も
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
邀
撃
漸
減
作
戦
の
効
果
に

つ
い
て
も
確
立
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
航
空
機
や
潜
水
艦
の
開
発
、
あ
る
い
は
海
軍
力
整
備
に
あ
た
っ
て
の
一
種
の
努

力
目
標
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
昭
和
八
年
一
〇
月
、
当
時
軍
令
部
第
二
部
第
三
課
（
軍
備
担
当
）（
の
ち
に
軍
務
局
第
二
課
長
、
海
軍
省
第
一
委
員
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て

日
米
開
戦
ま
で
の
時
期
に
活
躍
）
の
石
川
信
吾
中
佐
は
、「
次
期
軍
縮
対
策
私
見
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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想
定
相
手
国
兵
力
ニ
対
シ
主
張
ス
ベ
キ
某
比
率
ノ
当
否
ハ
、
用
兵
当
局
ニ
在
ル
責
任
者
ノ
主
観
ニ
依
リ
テ
ノ
ミ
決
定
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
既
ニ
数

学
的
議
論
ヲ
離
レ
兵
術
的
信
念
ニ
基
ヅ
ク
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
ニ
、
之
ヲ
他
ニ
理
解
セ
シ
メ
ル
コ
ト
ハ
勿
論
、
説
明
ス
ル
コ
ト
サ
エ
モ
不
可
能
ナ
リ
。
況
ン

ヤ
用
兵
当
局
者
ノ
信
念
其
ノ
モ
ノ
ガ
必
ズ
シ
モ
人
ト
時
ト
ニ
係
ラ
ズ
絶
対
不
動
ノ
モ
ノ
ナ
リ
ト
称
シ
難
キ
ニ
於
テ
オ
）
23
（

ヤ
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
海
軍
で
は
、
対
米
六
割
の
制
限
は
極
東
に
お
け
る
日
本
の
行
動
を
米
国
が
抑
制
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
受
け

止
め
て
き
た
。
そ
も
そ
も
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
以
前
の
日
米
の
対
立
が
極
東
に
お
け
る
日
本
の
行
動
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

石
川
信
吾
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
我
ガ
満
蒙
対
策
ト
米
国
東
洋
政
策
ト
ノ
衝
突
ハ
、
満
州
事
変
ヲ
機
ト
シ
愈
最
後
ノ
清
算
ニ
向
ヒ
急
転
シ
ツ
ツ
ア
ル
処
（
以
下
略
）。
夫
レ
故
ニ
、
米

国
ハ
其
ノ
渡
洋
作
戦
上
必
勝
ノ
自
信
ヲ
失
フ
如
キ
条
約
改
定
案
ニ
対
シ
テ
ハ
、
右
提
案
ガ
比
率
主
義
ニ
依
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ラ
ズ
断
然
之
ヲ
拒
否
ス
ベ
キ

コ
ト
明
ナ
）
24
（

リ
。

　
ま
た
、
六
割
が
極
東
に
お
け
る
日
本
の
行
動
を
抑
制
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
累
次
の
米
海
軍
高
官
の
発
言
に
よ
っ
て
も
裏

付
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
）
25
（

た
。

㈣
　
米
国
の
中
国
外
交

　
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
い
て
米
国
が
極
東
問
題
の
政
治
的
解
決
を
求
め
た
の
は
、
中
国
に
対
す
る
同
情
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
米
国
の

国
益
の
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
統
領
や
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
に
よ
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
が
計
画
さ
れ
た
の
は
、
中
国

で
高
ま
り
つ
つ
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
応
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
経
費
の
か
か
る
軍
拡
競
争
な
し
に
米
国
の
安
全
保
障
を

―
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国
際
連
盟
の
外
で

―
求
め
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
）
26
（
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
が
始
ま
っ
た
時
、
米
国
民
は
感
情
の
上
で
は
中
国
の
立
場

に
好
意
的
で
あ
っ
た
し
、
米
国
と
中
国
の
代
表
団
は
密
接
に
協
力
さ
え
も
し
た
。
し
か
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
日
英
米
三
国
の
主
要

な
目
的
は
中
国
の
発
展
を
図
る
こ
と
や
中
国
を
保
護
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
三
国
の
関
心
は
中
国
に
お
け
る
三
国
間
の
競
争

の
安
定
化
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
は
ト
ル
コ
と
同
様
に
、
そ
の
弱
さ
が
外
国
の
冒
険
主
義
を
誘
発
す
る
が
ゆ
え
に
、
列
強
間
の
紛

争
の
潜
在
的
な
原
因
と
見
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
米
国
に
よ
る
中
国
の
領
土
保
全
の
主
張
は
日
本
側
を
困
難
な
立
場
に
置
く
も
の
で

あ
っ
た
が
、
米
国
全
権
の
一
人
で
あ
っ
た
ル
ー
ト
は
私
的
会
話
に
お
い
て
、
こ
の
原
則
は
日
本
側
の
既
得
権
益
に
は
影
響
し
な
い
と
述
べ

て
日
本
側
を
安
心
さ
せ
て
い
た
。
中
国
が
要
求
し
た
関
税
自
主
権
の
回
復
に
つ
い
て
は
、
輸
入
品
に
つ
い
て
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
を
認

め
た
の
み
で
、
将
来
の
会
議
の
議
題
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
同
じ
く
中
国
が
要
求
し
た
治
外
法
権
の
撤
廃
は
、
こ
の
問
題
を
研
究
す
る
た

め
の
委
員
会
を
設
置
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
外
国
軍
隊
の
撤
退
の
要
求
に
至
っ
て
は
何
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
中

国
側
は
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
結
果
に
つ
い
て
大
き
く
失
望
し
）
27
（
た
。

　
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
中
国
の
領
土
保
全
や
門
戸
開
放
に
対
す
る
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
米
国
が
そ
の
た
め
に
日
本
と
戦
争
を

行
う
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
軍
人
を
排
除
し
て
構
成
さ
れ
た
米
国
全
権
団
の
一
人
で
あ
っ
た

ル
ー
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
彼
ら
（
米
国
全
権
た
ち
）
は
、
い
く
つ
か
の
前
提
に
立
っ
て
議
論
を
始
め
た
。
そ
れ
（
前
提
）
は
、
中
国
に
お
け
る
門
戸
開
放
や
領
土

保
全
に
つ
い
て
、
そ
の
た
め
に
戦
争
に
訴
え
る
ほ
ど
の
関
心
を
米
国
は
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
多
分
日
本
は
そ
の

こ
と
を
平
均
的
な
米
国
人
よ
り
も
良
く
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
巨
大
な
支
出
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
は
こ
の
国
に

お
い
て
非
常
に
強
い
反
対
が
あ
る
た
め
、
我
々
の
海
軍
計
画
の
成
り
行
き
は
非
常
に
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
）
28
（
た
。

　
日
本
外
交
に
お
い
て
、
満
蒙
の
特
殊
権
益
の
維
持
と
対
米
協
調
が
両
立
さ
れ
て
い
る
限
り
大
き
な
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
進
展
に
よ
り
、
そ
れ
が
両
立
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
満
蒙
の
特
殊
権
益
の
維
持
の
た
め
に
は
日
米
協
調
を
犠
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牲
に
し
て
も
や
む
を
え
な
い
と
判
断
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
た
と
き
、
先
に
述
べ
た
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
弱
さ
は
、
九
カ
国
条
約
の

み
な
ら
ず
、
軍
縮
条
約
の
基
礎
を
も
揺
る
が
す
も
の
と
な
っ
た
。

三
　
満
州
事
変
の
影
響

㈠
　
満
州
事
変
の
勃
発
と
米
国
政
府
の
対
応

　
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
一
八
日
、
満
州
事
変
が
勃
発
し
た
。
蔣
介
石
は
国
際
的
な
圧
力
に
よ
り
日
本
軍
の
行
動
を
抑
制
し
よ
う

と
し
て
国
際
連
盟
や
米
国
な
ど
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
が
、
当
時
米
国
の
フ
ー
バ
ー
政
権
は
二
年
前
に
発
生
し
た
大
恐
慌
か
ら
の
脱
出
に

忙
殺
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
大
多
数
の
米
国
民
が
有
し
て
い
た
外
交
上
の
関
心
も
旧
同
盟
国
か
ら
の
戦
債
の
取
り
立
て
と
い
う
視
野
の
狭
い

も
の
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
日
本
が
満
州
に
お
い
て
長
い
間
支
配
的
で
あ
っ
た
た
め
、
米
国
民
は
そ
の
こ
と
を
好
ま
な
い
に
せ

よ
、
そ
の
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
国
務
省
の
指
導
的
人
物
も
基
本
的
に
、
日
本
が
満
州
に
死
活
的
に
重
要
な
権
益
を
有
す
る
の

に
対
し
、
米
国
は
重
要
な
利
益
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
彼
ら
は
中
国
に
対
す
る
強
い
同
情
と
日
本
の
勢
力
に
対
し

―
特
に
満
州
に
お
い
て

―
挑
戦
を
行
お
う
と
は
し
な
い
と
の
二
つ
の
性
向
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
）
29
（

た
。

　
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
国
務
長
官
の
事
変
に
対
す
る
対
応
も
、
当
初
は
幣
原
外
相
ら
日
本
政
府
が
軍
部
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
穏
健
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
本
軍
に
よ
る
錦
州
爆
撃
、
上
海
事
変
な
ど
に
よ
っ
て
米
国
政
府
の
対
応
は
変
化
し
た
。
満
州
事

変
に
懸
念
を
有
し
た
米
国
人
た
ち
は
、「
中
国
に
対
し
て
懸
念
を
有
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
平
和
制
度
（
の
維
持
）
に
懸
念
を
有
し
た
の

で
あ
っ
た
。」
日
本
の
軍
事
的
な
侵
略
は
四
カ
国
条
約
や
九
カ
国
条
約
、
不
戦
条
約
な
ど
の
平
和
維
持
の
制
度
を
危
う
く
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
た
。
日
本
と
の
戦
争
も
あ
り
得
ず
、
ま
た
日
本
と
の
宥
和
も
選
択
肢
と
は
な
り
得
な
い
中
で
、
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
は
不
承
認
政
策
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（
フ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
）
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
後
上
海
事
件
に
憤
激
し
て
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
は
、
上
海
に
軍
艦
を
増

派
す
る
と
と
も
に
海
兵
隊
の
追
加
配
備
も
行
っ
た
。
日
本
に
対
し
て
正
式
の
抗
議
が
行
わ
れ
、
経
済
制
裁
の
可
能
性
さ
え
否
定
さ
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
日
本
は
こ
れ
ら
の
威
嚇
に
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
英
国
と
仏
国
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
本
質
的
に
日
本
寄
り
で

あ
っ
た
し
、
米
国
内
に
お
い
て
も
反
日
的
な
感
情
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
日
本
に
対
し
て
強
い
行
動
を
と
る
こ
と
を
支
持
す
る
ほ
ど
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
）
30
（

る
。

　
フ
ー
バ
ー
大
統
領
の
回
顧
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
軍
事
顧
問
た
ち
に
米
国
が
単
独
で
日
本
と
戦
争
に
な
っ
た
時
の
見
通
し
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
軍
事
顧
問
た
ち
は
日
本
に
対
し
て
勝
つ
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
れ
に
は
四
年
か
ら
六
年
か
か
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
な
お
同
回
顧
録
に
は
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
国
務
長
官
（
フ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
し
ば
し
ば
外
交
官
と
い
う
よ
り
も
戦
士
で
あ
っ
た
）
が
米
国

単
独
で
も
日
本
に
対
し
て
経
済
制
裁
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
そ
れ
は
戦
争
に
な
る
と
反
対
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
を
守
る
た
め
な
ら
私
（
フ
ー
バ
ー
）
は
戦
争
を
行
う
こ
と
に
異
存
は
な
か
っ
た
が
、
一
人
で
虎
に
針
を
刺
し
て
回
っ
た
り
、

意
味
の
な
い
制
裁
を
科
し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
と
信
じ
て
い
）
31
（

た
。」

　
満
州
を
め
ぐ
る
問
題
は
そ
の
後
も
日
米
に
と
っ
て
解
決
が
困
難
で
あ
っ
た
。
日
本
に
と
っ
て
満
蒙
の
特
殊
権
益
の
問
題
は
日
露
戦
争
以

来
の
譲
れ
な
い
生
命
線
で
あ
っ
た
。
他
方
米
国
に
と
っ
て
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
具
体
的
な
利
益
よ
り
も
門
戸
開
放
や
中
国
の
独
立
や
領

土
保
全
な
ど
の
理
念
で
あ
っ
た
。
北
岡
伸
一
は
、
日
米
戦
争
の
争
点
と
し
て
の
中
国
問
題
に
つ
い
て
、
日
米
間
に
具
体
的
な
争
点
が
欠
如

し
て
い
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
日
米
対
立
が
顕
在
化
し
た
の
は
満
州
問
題
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
米
国
が
当
時
満
州
に
お
い
て

持
っ
て
い
た
貿
易
上
の
利
益
は
ご
く
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
侵
さ
れ
て
い
た
の
は
、（
米
国
の
）
門
戸
開
放
の
理
念
の
方
で
あ
り
、

か
な
り
遠
い
将
来
の
利
益
で
あ
っ
た
。（
略
）
こ
こ
に
、
日
米
関
係
の
特
徴
で
あ
る
、
対
立
の
顕
著
な
非
対
称
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
メ
リ
カ
は
現
実
に
は
わ
ず
か
に
し
か
存
在
し
な
い
、
あ
る
意
味
で
は
想
像
上
の
利
益
を
守
る
た
め
に
、
日
本
の
も
っ
と
も
重
要
な
権
益

を
脅
か
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
日
本
は
生
死
に
関
わ
る
問
題
と
考
え
る
。」
そ
し
て
、
日
米
関
係
に
つ
い
て
「
具
体
的
な
利
害
対
立
が
少
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な
か
っ
た
ゆ
え
に
、
実
は
妥
協
が
困
難
だ
っ
た
」
と
し
て
い
）
32
（
る
。

㈡
　
対
米
協
調
か
ら
の
視
点
の
変
化

　
満
州
事
変
の
日
本
海
軍
に
対
す
る
影
響
は
三
つ
の
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
対
米
協
調
路
線
の
蹉
跌
（
幣
原
外
交
の
終
焉
）
に
伴

う
も
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
は
日
米
協
調
の
枠
組
み
の
中
で
成
立
し
た
。
し
か
し
、
満
蒙
に
お
け
る
権
益
を
擁

護
す
る
た
め
、
日
米
協
調
を
犠
牲
に
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
日
本
が
決
断
し
た
と
き
、
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
。
も
と
よ
り
国
力
の

差
は
誰
も
が
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
満
蒙
の
権
益
と
両
立
す
る
範
囲
で
の
日
米
の
友
好
は
日
本
の
切
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
満
蒙
を
め
ぐ
る
日
米
の
対
立
は
根
本
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　
日
米
協
調
の
視
点
か
ら
の
変
化
に
よ
っ
て
、
対
米
六
割
の
比
率
が
持
つ
不
平
等
性
や
国
防
の
不
安
感
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

パ
リ
テ
ィ
ー
（
均
等
）
と
い
う
の
は
、
特
に
理
由
を
説
明
す
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
わ
か
り
や
す
い
、
ま
た
安
定
的
な
基
準
で
あ
る
。
戦
前

の
英
米
の
よ
う
な
協
調
関
係
に
あ
る
国
家
間
の
み
な
ら
ず
、
戦
後
の
戦
略
核
兵
器
制
限
協
定
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
米
ソ
間
の
よ
う
な
敵
対
的

関
係
に
お
い
て
も
安
定
的
基
準
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
六
割
と
い
う
数
字
に
は
あ
る
種
の
人
為
性
、
そ
れ
に
伴
う
不
安
定

さ
が
あ
る
。
日
米
関
係
が
協
調
的
で
あ
っ
た
時
は
と
も
か
く
、
い
っ
た
ん
そ
れ
が
対
立
を
前
提
と
す
る
も
の
と
な
っ
た
時
、
六
割
側
に
不

平
等
で
は
な
い
か
と
の
不
満
を
高
め
た
。
六
割
側
が
十
割
側
を
攻
撃
し
て
勝
つ
チ
ャ
ン
ス
は
ゼ
ロ
な
の
に
対
し
、
十
割
側
が
六
割
側
を
攻

撃
し
て
勝
つ
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
と
は
言
え
ず
、
六
割
側
は
常
に
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
特
に
軍
事
技
術
の
進
歩
の
結
果
、

距
離
の
も
た
ら
す
利
益
が
急
速
に
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
日
本
側
に
国
防
の
不
安
感
を
生
じ
さ
せ
る
も
の

と
な
っ
た
。

　
昭
和
九
年
当
時
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
職
に
あ
っ
た
末
次
信
正
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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第
一
ニ
国
防
安
固
ノ
点
ヲ
顧
ル
ニ
、
艦
型
並
ニ
比
率
ヲ
拘
束
ス
ル
現
条
約
ハ
軍
備
上
国
情
ニ
応
ジ
テ
当
然
必
要
ト
ス
ル
自
由
裁
量
ノ
余
地
ヲ
奪
ヒ
、

低
比
率
国
ヲ
シ
テ
全
然
守
勢
ニ
立
ツ
ノ
外
ナ
ク
、
攻
守
ノ
自
由
ハ
総
テ
高
比
率
国
ニ
委
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
此
ノ
条
約
ノ
存
在
ス
ル
限
リ
我
国
防

ハ
永
久
ニ
不
安
ヲ
免
レ
ザ
ル
ベ
シ
。
斯
ル
条
約
ハ
一
日
モ
速
ニ
之
ヲ
廃
棄
シ
独
立
国
ト
シ
テ
ノ
国
防
自
主
権
ヲ
回
復
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
）
33
（

ズ
。

　「
国
防
自
主
権
」
や
「
生
存
権
平
等
の
公
理
」
の
主
張
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
の
廃
棄
に
あ
た
り
、
海
軍
省
軍
事
普
及
部
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
お
い
て
、
声
高
に
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
っ
）
34
（
た
。

㈢
　
海
軍
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
の
確
認

　
満
州
事
変
が
海
軍
に
与
え
た
二
つ
め
の
影
響
は
、
そ
れ
が
海
軍
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
を
確
認
す
る
と
と
も
に
以
後
の
軍
備
充
実
要

求
を
正
当
化
す
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
末
次
信
正
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
現
下
時
局
ノ
中
心
ヲ
為
ス
モ
ノ
ハ
満
州
問
題
ナ
リ
。
今
後
ハ
海
軍
軍
縮
ガ
漸
次
重
大
化
シ
、
満
州
問
題
ト
相
併
ビ
テ
時
局
ノ
中
心
問
題
タ
ル
ベ
シ
。

然
ル
ニ
此
ノ
両
者
ハ
実
ハ
本
来
同
一
物
ニ
シ
テ
、
一
ハ
其
ノ
表
ヲ
示
シ
他
ハ
其
ノ
裏
ヲ
語
ル
不
可
分
ノ
関
係
ニ
在
リ
。
蓋
シ
満
州
ヲ
シ
テ
今
日
ア
ラ
シ

メ
タ
ル
ハ
主
ト
シ
テ
陸
軍
ノ
功
績
努
力
ニ
帰
ス
ル
モ
、
連
盟
ノ
抗
議
ニ
屈
セ
ズ
米
国
ノ
恫
喝
ヲ
退
ケ
テ
陸
軍
ヲ
シ
テ
後
顧
ノ
憂
ナ
カ
ラ
シ
メ
タ
ル
ハ
、

西
太
平
洋
ノ
海
権
ヲ
掌
握
ス
ル
我
海
軍
ノ
厳
然
タ
ル
実
力
ニ
恃
ミ
タ
レ
バ
ナ
リ
。
此
ノ
海
軍
力
ノ
消
長
ニ
関
ス
ル
軍
縮
問
題
ガ
満
州
問
題
ト
表
裏
因
果

不
可
分
ノ
モ
ノ
タ
ル
ハ
何
人
モ
容
易
ニ
首
肯
シ
得
ル
ト
コ
ロ
ナ
ル
ベ
）
35
（
シ
。

　「
連
盟
ノ
抗
議
ニ
屈
セ
ズ
米
国
ノ
恫
喝
ヲ
退
ケ
」
た
の
は
、
西
太
平
洋
に
お
け
る
「
我
海
軍
ノ
厳
然
タ
ル
実
力
」
の
ゆ
え
で
あ
る
と
し

て
、
満
州
事
変
の
成
功
は
海
軍
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。
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ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
発
出
や
実
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
も
の
の
日
本
に
対
す
る
経
済
制
裁
の
動
き
は
海
軍

の
米
国
に
対
す
る
警
戒
感
を
高
め
た
。
ま
た
昭
和
八
年
に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
大
統
領
に
な
っ
て
以
降
、
海
軍
力
の
増
強

に
消
極
的
で
あ
っ
た
フ
ー
バ
ー
政
権
時
代
と
は
異
な
り
、
条
約
限
度
ま
で
の
建
艦
を
授
権
し
た
ビ
ン
ソ
ン
・
ト
ラ
メ
ル
法
を
成
立
（
昭
和

九
年
）
さ
せ
る
な
ど
米
国
海
軍
の
増
強
に
力
を
入
れ
始
め
た
こ
と
は
、
日
本
海
軍
に
と
っ
て
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
く
。
表
は
、
昭
和
六

年
末
（
上
海
事
変
当
時
）
の
日
米
の
海
軍
力
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
主
力
艦
や
航
空
母
艦
を
除
き
、
日
本
の
海
軍
力
は
甲
級
巡
洋
艦
で
ほ
ぼ
均
等
、
そ
れ
以
下
の
艦
種
で
は
日
本
側
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が

昭和 ６（1931）年末（上海事変当時）日米海軍勢
力比較表（臨時調査課）

国
　
名

日

米

日
／
米
比
率

（
ト
ン
数
）

（注）『昭和社会経済史料集成』第一巻海軍省資料一（大東
文化大学東洋研究所、昭和 53 年）211 頁の表から作成。隻
数、トン数ともに、ワシントン・ロンドン両軍縮条約に定
める艦齢内のものに限定。トン数は百トン台四捨五入。比
率も小数点第 1位を四捨五入。原史料では、主力艦、航空
母艦の日／米比率が、それぞれ「六三」、「五三」となって
いたが、計算が合わないため、それぞれ、「五九」「七九」
とした。

艦
　
種

隻
数

ト
ン
数
（
千
ト
ン
）

隻
数

ト
ン
数
（
千
ト
ン
）

主
力
艦

一
〇

二
九
八

一
七

五
〇
三

　
五
九

航
空
母
艦

　
三

　
六
一

　
三

　
七
八

　
七
九

甲
級
巡
洋
艦

　
八

　
六
八

　
八

　
七
三

　
九
四

乙
級
巡
洋
艦

一
七

　
八
一

一
〇

　
七
〇

一
一
六

駆
逐
艦

七
九

　
九
七

七
二

　
八
五

一
一
四

潜
水
艦

六
七

　
七
一

六
五

　
五
八

一
二
二
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わ
か
る
。

　
こ
れ
ら
米
国
の
動
き
に
よ
っ
て
海
軍
は
軍
備
充
実
要
求
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
海
軍
の
軍
備
充
実
要
求
は
、
確
認
さ
れ
た

海
軍
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
一
一
年
の
帝
国
国
防
方
針
の
改
定
を
め
ぐ
り
、
想
定
敵
国
と
し
て
の
露
、
米
の
記
載
順
序
に
つ
い
て
陸
海
軍
間
で
論
争
が
あ
っ
た

時
、
寺
内
陸
軍
大
臣
が
「
国
防
方
針
ニ
『
目
標
ト
シ
テ
露
国
、
米
等
ニ
差
等
ナ
シ
』
ト
云
フ
ハ
不
可
解
ニ
シ
テ
、
先
ヅ
露
ナ
ラ
露
ヲ
始
末

ス
ル
為
ニ
力
ヲ
第
一
ニ
尽
ク
ス
コ
ト
至
当
ナ
ラ
ズ
ヤ
」
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
永
野
海
相
は
「
境
ヲ
接
ス
ル
露
ガ
危
険
ニ
テ
、
離
レ
居
ル

米
ガ
然
ラ
ズ
ト
云
フ
コ
ト
ナ
シ
。
近
ク
居
ル
者
ガ
刀
ヲ
持
チ
、
離
レ
居
ル
者
ガ
銃
ヲ
持
ツ
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ
。（
略
）
上
海
事
件
ノ
時
、

米
ノ
『
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
』
の
要
求
ニ
拘
ラ
ズ
軍
令
部
長
の
『
プ
ラ
ッ
ト
』
ノ
反
対
セ
シ
ハ
、
日
本
海
軍
ガ
充
実
ノ
為
ナ
リ
」
と
答
え
）
36
（
た
。

満
州
事
変
が
海
軍
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
永
野
は
陸
軍
の
要
求
に
対
し
て
、
強
く
対
抗
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

㈣
　
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
弱
さ
の
露
呈

　
先
に
見
た
よ
う
に
満
蒙
の
権
益
を
め
ぐ
る
日
米
の
対
立
は
、
具
体
的
利
益
対
理
念
と
い
う
対
立
の
非
対
称
性
の
ゆ
え
に
解
決
が
困
難
な

問
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
後
日
本
側
に
お
い
て
は
、
そ
の
前
提
の
上
に
立
っ
て
、
日
米
が
決
定
的
な
対
立
に
陥
り
日
米
戦
争
と

な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
ぎ
り
ぎ
り
ど
こ
ま
で
な
ら
米
国
は
日
本
の
行
動
を
許
容
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
、
い
わ
ば
米
国
と
の
間
合

い
を
探
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。「
対
米
戦
モ
辞
セ
ズ
」
と
の
勇
ま
し
い
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
実
際
は
米
国
と

の
ギ
リ
ギ
リ
の
間
合
い
を
測
っ
て
い
く
と
い
う
こ
の
心
的
態
度
は
、
以
後
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
の
廃
棄
問
題
の
み
な
ら
ず
、
日
中
戦
争

を
経
て
、
一
九
四
一
年
の
南
部
仏
印
進
駐
の
決
定
ま
で
続
い
て
い
く
。

　
米
国
と
の
ギ
リ
ギ
リ
の
間
合
い
を
測
る
と
い
う
こ
と
は
、
米
国
の
国
益
を
米
国
に
と
っ
て
死
活
的
に
重
要
な
国
益
と
そ
れ
以
外
の
も
の
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に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
観
念
的
に
米
国
の
国
益
を
二
分
す
る
考
え
方
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約

を
廃
棄
し
よ
う
と
考
え
る
者
に
と
っ
て
力
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
な
ぜ
な
ら
、
満
州
事
変
は
、
中
国
に
お
け
る
門
戸
開
放
や
中
国
の
領
土
保
全
な
ど
米
国
が
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
い
て
擁
護
し
よ
う
と

し
た
理
念
に
対
す
る
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
弱
さ
を
露
呈
し
た
。
そ
れ
ら
が
少
な
く
と
も
満
州
に
関
す
る
限
り
、
米
国
の
死
活
的
利

益
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
他
方
日
本
海
軍
に
は
、
軍
縮
条
約
廃
棄
後
に
お
い
て
も
米
本
土
や
ハ
ワ
イ
、
パ
ナ
マ
運
河
な
ど
米
国

の
死
活
的
利
益
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
脅
か
そ
う
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
昭
和
九
年
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
予
備
交
渉
に
向
け
て
日
本
政
府
内
で
様
々
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
顕
著
な
の
は
、
無
条
約

状
態
と
な
っ
た
後
の
事
態
に
対
す
る
海
軍
の
楽
観
論
で
あ
る
。「
建
艦
競
争
の
場
合
自
ら
限
度
あ
り
や
」
と
の
陸
軍
省
永
田
鉄
山
軍
務
局

長
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
吉
田
善
吾
軍
務
局
長
は
「
限
度
あ
り
と
思
ふ
、
寧
ろ
競
争
は
余
り
大
な
ら
ざ
る
べ
し
」
と
答
え
た
（
六
月
一
一

日
）
37
（

）。「
会
議
不
成
立
の
結
果
国
際
情
勢
に
及
ぼ
す
影
響
及
製
艦
競
争
」
に
関
す
る
林
銑
十
郎
陸
軍
大
臣
か
ら
の
質
問
（
七
月
二
〇
日
）
に

対
し
、
大
角
岑
生
海
軍
大
臣
は
「
国
際
情
勢
の
悪
化
は
絶
無
と
は
云
へ
ず
。
ま
た
多
少
製
艦
競
争
を
惹
起
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
も
八
分
通

り
は
大
丈
夫
と
考
え
あ
り
。
斉
藤
大
使
の
話
を
聞
け
ば
こ
の
種
懸
念
も
軽
減
す
る
や
に
感
）
38
（
ず
」
と
述
べ
た
。

　
大
角
は
「
斉
藤
大
使
の
話
を
聞
け
ば
此
の
種
懸
念
も
軽
減
す
る
や
に
感
ず
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
当
時
一
時
帰
国
中
で
あ
っ
た
斉
藤
博

駐
米
大
使
が
大
角
に
ど
の
よ
う
な
話
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
史
料
が
な
い
。
た
だ
日
本
が
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
会
議
か
ら
脱

退
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
る
が
（
昭
和
一
一
年
二
月
六
日
）、
斉
藤
は
広
田
外
務
大
臣
の
求
め
に
応
じ
、
今
後
の
米
国
の
対
外
政
策
等
に
つ

い
て
長
文
の
報
告
を
行
っ
た
。
こ
の
報
告
の
中
に
斉
藤
の
条
約
廃
棄
後
の
日
米
関
係
に
対
す
る
考
え
方
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　（
米
国
）
海
軍
当
局
ト
シ
テ
ハ
両
条
約
廃
止
後
ニ
於
テ
モ
他
国
ノ
海
軍
政
策
ニ
著
シ
キ
変
化
ナ
キ
限
リ
現
計
画
ニ
対
シ
一
大
変
更
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
先

ツ
ナ
カ
ル
ヘ
キ
ヤ
ニ
考
ヘ
ラ
ル
。
要
ス
ル
ニ
海
軍
問
題
ニ
関
ス
ル
米
国
政
府
ノ
態
度
及
輿
論
ノ
向
背
ハ
今
後
帝
国
ノ
東
亜
ニ
於
ケ
ル
行
動
及
海
軍
充
実
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ノ
態
度
如
何
ニ
係
ル
所
最
大
ナ
リ
ト
云
フ
ヲ
得
ヘ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
略
）

　
然
ラ
ハ
米
国
人
ノ
頭
ニ
米
国
カ
帝
国
ニ
対
シ
何
等
カ
新
態
度
ニ
出
ツ
ル
必
要
ア
リ
ト
映
ス
ル
カ
如
キ
事
態
如
何
ヲ
想
像
ス
ル
ニ
夫
レ
ハ
唯
日
本
カ
強

大
ナ
ル
侵
略
的
国
家
ト
シ
テ
米
国
ノ
重
大
利
益
ヲ
脅
カ
サ
ン
ト
ス
ル
カ
如
キ
実
感
ヲ
與
ヘ
タ
ル
ト
キ
ニ
限
ラ
ル
ヘ
シ
。
米
国
ト
雖
単
ニ
感
傷
﹇（「
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ル
」）﹈
的
動
機
又
ハ
道
徳
的
優
越
感
ニ
依
リ
冒
険
ヲ
試
ミ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
略
）

　
帝
国
カ
東
洋
平
和
ノ
枢
軸
ト
シ
テ
充
分
説
明
ヲ
與
ヘ
得
ヘ
キ
合
理
的
行
動
ニ
出
テ
居
ル
限
リ
日
米
関
係
ヲ
重
大
難
局
ニ
導
ク
ノ
惧
ナ
キ
モ
ノ
ト
信
）
39
（

ス
。

　
斉
藤
は
軍
縮
条
約
の
廃
棄
と
い
う
行
動
自
体
が
、
す
な
わ
ち
六
割
の
制
限
破
棄
が
、
た
だ
ち
に
日
米
関
係
を
重
大
な
事
態
に
導
く
と
は

考
え
て
い
な
か
っ
た
。
日
米
関
係
は
今
後
の
日
本
の
「
東
亜
ニ
於
ケ
ル
行
動
及
海
軍
充
実
ノ
態
度
如
何
」
に
よ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
日

本
が
今
後
米
国
の
「
重
大
利
益
」
を
脅
か
さ
ず
、
そ
の
行
動
が
「
東
洋
平
和
ノ
枢
軸
ト
シ
テ
充
分
説
明
ヲ
與
ヘ
得
へ
キ
合
理
的
行
動
ニ
出

テ
居
ル
限
リ
」
日
米
関
係
は
重
大
な
難
局
に
導
か
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
は
条
約
を
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
者
の
「
懸
念
も
軽
減
」
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
海
軍
が
条
約
廃
棄
後
に
目
指
し

て
い
た
軍
事
力
充
実
は
、
少
な
く
と
も
主
観
的
に
は
「
東
洋
平
和
ノ
枢
軸
」
と
し
て
の
「
合
理
的
行
動
」
で
あ
り
、
米
国
の
「
重
大
利

益
」
を
脅
か
そ
う
と
い
う
考
え
は
全
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
昭
和
一
〇
年
の
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
会
議
の
準
備
の
た
め
設
置
さ
れ
た
昭
和
一
〇
年
海
軍
軍
備
制
限
研
究
委
員
会
の
報
告
中
の
「
歴
史
ヨ

リ
見
タ
ル
建
艦
競
争
ニ
関
ス
ル
一
考
察
」
は
、
建
艦
競
争
を
国
家
の
「
死
命
的
要
求
」
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
と
そ
れ
以
外
の
も
の
に
区

分
し
た
。
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而
シ
テ
建
艦
カ
両
国
共
其
ノ
国
家
生
存
上
ノ
死
命
的
要
求
ニ
出
ツ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
キ
ハ
両
国
ト
モ
譲
歩
ノ
余
地
ナ
ク
之
ヲ
平
和
的
手
段
ニ
依
リ
テ
終

息
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
蓋
シ
不
可
能
ナ
ル
ベ
シ
。
大
戦
前
ノ
英
独
ノ
建
艦
競
争
ハ
概
ネ
之
ニ
属
ス
。
然
ラ
サ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
之
カ
妥
協
ニ
達
シ
得
ル
公

算
ア
リ
。
華
府
倫
敦
両
条
約
ニ
就
テ
之
ヲ
見
ル
ニ
（
中
略
）
米
国
ノ
建
艦
ハ
生
存
上
ノ
直
接
的
脅
威
ヨ
リ
モ
寧
ロ
世
界
第
一
主
義
的
野
望
其
他
感
情
問

題
等
ヲ
多
分
ニ
包
含
セ
ル
ヲ
以
テ
種
々
ノ
国
内
的
難
問
題
生
ス
ル
ヤ
建
艦
競
争
ノ
敢
テ
有
利
ナ
ラ
サ
ル
ニ
鑑
ミ
茲
ニ
其
ノ
妥
協
ヲ
企
図
ス
ル
ト
共
ニ
当

時
ノ
情
勢
ニ
於
テ
英
ハ
勿
論
帝
国
モ
兎
ニ
角
国
防
ノ
安
固
ヲ
確
保
シ
得
ル
ノ
算
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
両
条
約
ノ
成
立
ヲ
見
タ
リ
ト
観
ズ
ル
ヲ
得
可
）
40
（

シ
。

　
建
艦
競
争
が
両
国
の
「
死
命
的
要
求
」
か
ら
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
相
互
に
譲
歩
の
余
地
な
い
た
め
平
和
的
に
終
息
さ
せ
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
妥
協
に
達
し
得
る
「
公
算
」
が
あ
る
。
こ
の
考
え
に
立
て
ば
、
日
本
が
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮

条
約
を
廃
棄
し
て
日
米
間
に
建
艦
競
争
が
生
起
し
て
も
、
日
本
は
米
国
の
「
死
命
的
要
求
」
を
脅
か
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、「
種
々
ノ
国
内
的
難
問
題
生
ス
ル
ヤ
」
建
艦
競
争
が
終
息
を
見
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
っ
）
41
（

た
。

四
　
結
　
論

　
海
軍
軍
縮
条
約
を
含
む
い
わ
ゆ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
は
、
日
本
が
日
米
協
調
を
そ
の
外
交
の
主
要
目
標
と
し
た
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
。

し
か
し
、
中
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
進
展
に
よ
り
、
日
本
が
そ
の
生
命
線
と
し
て
き
た
満
蒙
の
特
殊
権
益
を
防
護
す
る
た
め
に

は
、
日
米
協
調
を
犠
牲
に
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
決
断
し
た
と
き
、
大
き
く
事
情
が
変
化
し
た
。
日
米
協
調
か
ら
の
視
点
の
変
化
に
よ

り
、
対
米
六
割
制
限
は
不
平
等
で
あ
り
国
防
の
不
安
感
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
の
不
満
が
高
ま
っ
た
。
満
州
事
変
と
そ
れ
以
後
の
展

開
は
、
海
軍
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
以
後
の
軍
事
力
充
実
要
求
の
基
盤
を
提
供
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た

日
本
の
行
動
に
対
し
米
国
が
経
済
制
裁
さ
え
も
行
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
中
国
の
領
土
保
全
な
ど
に
対
す
る
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
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弱
さ
を
露
呈
し
た
。
こ
の
こ
と
は
米
国
の
死
活
的
利
益
を
冒
さ
な
い
限
り
、
米
国
は
日
本
に
対
し
重
大
な
行
動
に
出
る
こ
と
は
な
い
と
の

考
え
を
導
き
、
条
約
脱
退
論
者
に
力
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
廃
棄
と
南
進
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
の
廃
棄
を
南
進
と
結
び
つ
け
、
条

約
廃
棄
は
将
来
の
南
進
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
議
論
が
あ
る
。
南
進
が
初
め
て
国
策
レ
ベ
ル
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
の
は
、
ワ

シ
ン
ト
ン
条
約
廃
棄
後
の
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
八
月
の
「
国
策
の
基
）
42
（

準
」
及
び
「
帝
国
外
交
方
）
43
（

針
」
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
前
出

の
ペ
ル
ツ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
日
本
の
軍
事
指
導
者
た
ち
は
（
日
本
の
）
対
外
的
な
拡
大
は
必
要
で
あ
る
し
、
ま
た
可
能
で
あ
る
と
も
信
じ
た
。
日
本
の
軍
事
指
導
者
た
ち
は
、
米

国
や
英
国
が
、
日
本
の
軍
事
的
な
行
動
に
対
抗
す
る
た
め
に
必
要
な
軍
事
力
を
欠
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
平
和
的
な
経
済
進
出
に
対
し

て
彼
ら
の
帝
国
の
ド
ア
を
閉
じ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
日
本
の
提
督
た
ち
は
、
も
し
彼
ら
が
条
約
の
拘
束
か
ら
脱
す
る
事
が
で
き
れ
ば
、

強
力
な
艦
隊
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
（
そ
れ
に
よ
っ
て
）
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
に
勢
力
圏
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
日
本
は
世
界
の
大
国
の
ひ
と
つ
と
な
る
と
信
じ
）
44
（

た
。

　
ペ
ル
ツ
に
よ
れ
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
の
廃
棄
↓
海
軍
力
の
増
強
↓
南
進
は
、
条
約
廃
棄
の
当
初
か
ら
日
本
海
軍
に
と
っ
て
一
連

の
行
動
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
国
策
の
基
準
」
な
ど
に
お
け
る
「
南
進
」
の
記
述
は
、
陸
軍
に
対
抗
し
て
海

軍
の
軍
備
を
充
実
す
る
た
め
の
作
文
の
面
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
）
45
（
る
。
こ
の
時
期
、
海
軍
が
軍
備
充
実
つ
ま
り
予
算
獲
得
に
熱
心
で
あ
っ

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
の
回
想
で
あ
る
が
、
広
田
弘
毅
は
「
国
策
の
基
準
」
に
つ
い
て
「
単
に
予
算
を
取

る
た
め
に
軍
部
に
お
い
て
こ
し
ら
え
た
も
の
で
、
そ
れ
以
上
の
実
質
的
意
義
は
考
え
て
お
ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
）
46
（
し
、
当
時
外
務

省
東
亜
局
第
一
課
長
で
あ
っ
た
上
村
伸
一
も
、「
元
来
『
国
策
大
綱
』（『
国
策
の
基
準
』
の
前
身
）
は
海
軍
々
備
充
実
拡
張
の
基
礎
を
得
ん
が
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た
め
に
海
軍
側
よ
り
働
き
か
け
、
陸
軍
の
政
務
関
係
を
除
外
し
主
と
し
て
作
戦
関
係
者
と
協
議
の
上
成
立
せ
し
め
た
る
も
の
」
と
述
べ
て

い
）
47
（

る
。
こ
の
予
算
獲
得
要
求
に
つ
い
て
南
進
の
た
め
の
準
備
と
考
え
る
こ
と
は
正
し
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。「
国
策
の
基
準
」
が
策
定
さ
れ

た
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
海
軍
次
官
で
あ
っ
た
山
本
五
十
六
は
、
国
民
向
け
ラ
ジ
オ
放
送
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
尚
繰
返
し
一
言
申
上
げ
た
い
こ
と
は
、
今
期
議
会
に
提
出
せ
ら
れ
ま
し
た
海
軍
予
算
に
計
上
し
て
あ
る
新
補
充
計
画
を
以
て
、
無
条
約
時
代
に
対
処

す
る
た
め
に
増
大
さ
れ
た
も
の
の
如
く
解
し
て
居
る
向
き
も
あ
る
様
で
あ
り
ま
す
が
、
之
は
さ
う
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
若
し
旧
条
約
が
存
続
さ

れ
て
い
ま
し
て
も
、
今
年
か
ら
丁
度
主
力
艦
の
代
換
の
時
期
に
達
し
ま
す
の
で
、
当
然
主
力
艦
の
建
造
に
着
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
又
其
の
他

の
艦
種
に
お
い
て
も
老
朽
艦
の
代
艦
建
造
や
、
主
力
艦
其
の
他
の
劣
勢
比
率
の
弱
点
を
補
ふ
為
に
制
限
外
艦
艇
の
建
造
を
必
要
と
致
し
ま
す
の
で
、
其

の
経
費
も
亦
相
当
多
額
を
要
し
た
訳
で
あ
り
ま
し
て
、
仮
令
無
条
約
に
な
ら
な
く
と
も
、
相
当
の
補
充
費
を
必
要
と
し
た
次
第
で
あ
り
ま
）
48
（
す
。

　
当
時
は
一
五
年
間
の
ネ
ー
ヴ
ァ
ル
・
ホ
リ
デ
イ
の
後
を
受
け
、
大
量
の
戦
艦
の
代
替
建
造
を
必
要
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
南
進
に
か
か
わ
り
な
く
、
海
軍
予
算
の
大
幅
な
増
大
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
南
進
に
つ
い
て
は
論
じ
る
べ
き
こ

と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
、
条
約
廃
棄
と
南
進
が
必
ず
し
も
直
線
的
に
結
び
付
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
稿
を
終
え
る
こ
と

と
し
た
い
。

　
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
読
み
や
す
く
す
る
た
め
適
当
に
句
読
点
を
付
し
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
引
用
文
中
の
﹇
　
﹈
内
は
原
文
の

も
の
で
あ
り
、（
　
）
内
は
筆
者
が
説
明
の
た
め
挿
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）  

正
式
名
称
は
「
海
軍
軍
備
制
限
ニ
関
ス
ル
条
約
」
で
あ
る
が
、
慣
用
的
に
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
以
下
に
お

い
て
は
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
と
略
記
す
る
。
ま
た
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
正
式
名
称
は
「
海
軍
軍
備
ノ
制
限
及
縮
小
ニ
関
ス
ル
条
約
」
で
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あ
る
が
、
同
様
に
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
と
略
記
す
る
。
さ
ら
に
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
を
審
議
・
締
結
し
た
国
際
会
議
を
以
下
に
お
い
て
は
ワ
シ

ン
ト
ン
会
議
と
略
記
し
、
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
を
審
議
・
締
結
し
た
国
際
会
議
を
ロ
ン
ド
ン
会
議
と
略
記
す
る
。
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
第
二
三
条

の
規
定
に
基
づ
き
昭
和
一
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
会
議
を
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
会
議
と
略
記
す
る
。
昭
和
五
年
に
締
結
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
は

第
二
三
条
に
お
い
て
、
そ
の
有
効
期
間
を
昭
和
一
一
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
と
定
め
る
と
と
も
に
、
締
約
国
は
「
本
条
約
ニ
代
リ
且
本
条
約
ノ
目

的
ヲ
遂
行
ス
ル
新
条
約
ヲ
作
成
ス
ル
為
」
昭
和
一
〇
年
に
会
議
を
開
催
す
る
と
定
め
て
い
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
昭
和
九
年
英
国
か
ら
関
係
国

に
対
し
て
昭
和
一
〇
年
の
会
議
を
「
容
易
ナ
ラ
シ
メ
ル
為
ノ
準
備
行
為
ト
シ
テ
」
予
備
交
渉
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
提
案
を
受
け
、
日
英
米

三
カ
国
の
予
備
交
渉
が
同
年
一
〇
月
二
三
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

（
2
）  

大
正
一
一
年
に
締
結
さ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
は
第
二
三
条
に
お
い
て
、
そ
の
有
効
期
間
を
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
と
同
じ
く
昭
和
一
一
年

一
二
月
三
一
日
ま
で
と
定
め
る
と
と
も
に
、
上
記
期
日
の
二
年
前
ま
で
に
締
約
国
が
条
約
廃
止
の
通
告
を
行
わ
な
い
場
合
、
締
約
国
が
廃
止
の
通

告
を
行
っ
て
以
後
二
年
を
経
過
す
る
ま
で
は
条
約
は
引
き
続
き
そ
の
効
力
を
有
す
る
と
定
め
て
い
た
。
こ
の
点
が
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
と
異
な
る

点
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
政
府
が
昭
和
一
二
年
以
降
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
の
制
限
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
昭
和
九
年
一
二
月
末
日
ま

で
に
条
約
廃
止
の
通
告
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
会
議
の
予
備
交
渉
が
行
わ
れ

て
い
た
昭
和
九
年
一
二
月
に
日
本
政
府
が
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
廃
止
の
通
告
を
行
っ
た
理
由
で
あ
る
。

（
3
）  

ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
廃
棄
問
題
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、Stephen E. Pelz, Race to Pearl H

arbor: The Failure of the Sec-
ond London N

aval Conference and the O
nset of W

orld W
ar II （Cam

bridge, M
A: H

arvard U
niversity Press, 1975

） 

で
あ
る
。
ワ

シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
廃
棄
問
題
を
部
分
的
に
も
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
は
相
当
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
が
、
本
稿
記
述
に
あ
た
り
、
参
考
と
し
た
主

た
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。 

麻
田
貞
雄
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係

―
海
軍
と
政
策
決
定
過
程
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

三
年
）、
同
「
日
本
海
軍
と
対
米
政
策
及
び
戦
略
」
細
谷
ほ
か
編
『（
新
装
版
）
日
米
関
係
史
　
開
戦
に
至
る
十
年
（
一
九
三
一
―
四
一
年
）』
巻

二
、
陸
海
軍
と
経
済
官
僚
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
防
衛
研
修
所
戦
史
室
（
野
村
実
稿
）『
大
本
営
海
軍
部
・
連
合
艦
隊
（
一
）
開

戦
ま
で
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
）、（
以
後
『
大
本
営
海
軍
部
・
連
合
艦
隊
（
一
）』
と
略
記
す
る
。）、
相
沢
淳
『
海
軍
の
選
択

―
再
考

真
珠
湾
へ
の
道
』（
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
二
年
）。Sadao Asada, From

 M
ahan to Pearl H

arbor: The Im
perial Japanese N

avy and 
the U

nited States 

（Annapolis, M
D
: N
aval Institute Press, 2006

）; Idem
. Culture Shock and Japanese-A

m
erican Relations: H

is-
torical Essays 

（Colum
bia: U

niversity of M
issouri Press, 2007

）; N.H
. G
ibbs, G

rand Strategy, Volum
e 1: Rearm

am
ent Policy 

（London: H
er M

ajesty

’s Stationery O
ffice, 1976

）; Stephen Roskill, N
aval Policy between the W

ars, Vol.2, The Period of Reluc-



ワシントン海軍軍縮条約廃棄問題

23

tant Rearm
am
ent, 1930 -1939 

（London: Collins, 1976

）; Robert G
ordon Kaufm

an, A
rm
s Control during the Pre-N

uclear Era: 
The U

nited States and N
aval Lim

itation between the Two W
orld W

ars （N
ew
 York: Colum

bia U
niversity Press, 1990

）; Em
ily O. 

G
oldm

an, Sunken Treaties-N
aval A

rm
s Control betw

een the W
ars 

（U
niversity Park: Pennsylvania State U

niversity Press, 
1994

）.
（
4
）  
し
か
し
近
年
の
研
究
で
は
、
麻
田
ら
の
研
究
は
個
人
や
派
閥
間
の
思
想
の
差
異
を
過
大
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
あ
る
。
例
え

ば
、
平
松
良
太
「
第
一
次
世
界
大
戦
と
加
藤
友
三
郎
の
海
軍
改
革

―
一
九
一
五
〜
一
九
二
三
年
（
一
）、（
二
）、（
三
）」（『
法
学
論
叢
』
第
一

六
七
巻
第
六
号
、
第
一
六
八
巻
第
四
号
、
第
六
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、
二
〇
一
一
年
一
月
、
三
月
）、
同
「
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
問
題
と
日
本

海
軍
（
一
）、（
二
）、（
三
）」（『
法
学
論
叢
』
第
一
六
九
巻
第
二
号
、
第
四
号
、
第
六
号
、
二
〇
一
一
年
五
月
、
七
月
、
九
月
）。
ま
た
大
角
人
事

に
つ
い
て
は
、
太
田
久
元
「『
大
角
人
事
』
再
考
」（『
立
教
史
学
』
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）
が
新
た
な
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。

（
5
）  

麻
田
貞
雄
は
、
そ
の
著
書
に
お
い
て
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
締
結
以
降
の
軍
事
技
術
の
変
化
を
記
述
し
て
い
る
。Asada, From

 M
ahan, 

130, 187 -188, 190, 200. 
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
廃
棄
問
題
と
軍
事
技
術
の
変
化
や
代
換
の
問
題
の
関
係
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、

河
尻
融
「
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
廃
棄
問
題
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
戦
艦
の
代
換
問
題
を
中
心
に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
七

号
（
二
〇
一
三
年
夏
季
号
）
で
あ
る
。
特
に
代
換
の
問
題
は
河
尻
が
初
め
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

（
6
）  Pelz, Race to Pearl H

arbor, 98 -122.

（
7
）  Raym

ond G. O

’conner, Perilous Equilibrium
: The U

nited States and the London N
aval Conference of 1930 （Law

rence: U
ni-

versity of Kansas Press, 1962

）, 66, 96. 
昭
和
一
〇
年
一
月
（
一
四
）
日
在
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
沢
田
総
領
事
よ
り
広
田
外
務
大
臣
宛
（
電

報
）「
外
交
評
論
家
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ロ
オ
の
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
掲
載
論
文
『
仏
国
と
海
軍
条
約
』
に
つ
い
て
」
外
務
省
編
『
日
本
外

交
文
書

―
一
九
三
五
年
ロ
ン
ド
ン
海
軍
会
議
』（
一
九
八
二
年
）
三
三
六
頁
。（
以
後
『
外
交
文
書

―
一
九
三
五
年
ロ
ン
ド
ン
海
軍
会
議
』
の

よ
う
に
略
記
す
る
。）

（
8
）  

五
百
旗
頭
真
編
『
日
米
関
係
史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
第
三
章
（
簑
原
俊
洋
、
高
原
秀
介
、
村
井
良
太
執
筆
）
七
八
頁
。

（
9
）  

三
谷
太
一
郎
「『
転
換
期
』（
一
九
一
八
―
一
九
二
一
年
）
の
外
交
指
導

―
原
敬
及
び
田
中
義
一
を
中
心
と
し
て

―
」
篠
原
一
・
三
谷
太
一

郎
編
『
近
代
日
本
の
政
治
指
導

―
政
治
家
研
究
Ⅱ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
）
三
三
二
頁
。

（
10
）  

五
百
旗
頭
編
『
日
米
関
係
史
』
第
四
章
（
服
部
龍
二
、
簑
原
俊
洋
執
筆
）
八
五
、
八
九
頁
。

（
11
）  

「（
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
海
軍
次
官
）
要
ス
ル
ニ
米
国
案
ハ
主
義
ト
シ
テ
現
勢
力
比
維
持
主
義
ヲ
採
リ
国
家
安
全
主
義
ヲ
採
ラ
ス
。
是
後
者
ニ
依
ル
時
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ハ
議
論
紛
糾
シ
テ
容
易
ニ
決
定
セ
サ
ル
ヘ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
。」
昭
和
一
〇
年
一
一
月
二
三
日
（
着
）
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
全
権
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛

（
電
報
）「
我
方
修
正
案
ニ
同
意
シ
難
キ
旨
ノ
米
側
意
向
ニ
関
ス
ル
件
」『
外
交
文
書

―
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
上
』（
一
九
七
七
年
）
二
七
五
頁
。

も
っ
と
も
昭
和
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
の
時
は
、
米
国
側
は
一
転
し
て
現
勢
力
比
主
義
は
と
ら
ず
（
八
イ
ン
チ
砲
搭
載
甲
巡
に
つ
い
て
の
現
勢
力

は
日
本
が
優
勢
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
五
対
三
の
比
率
を
実
績
と
し
て
強
調
し
た
。

（
12
）  
大
正
一
〇
年
一
二
月
五
日
（
着
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
全
権
ヨ
リ
内
田
外
務
大
臣
宛
（
電
報
）「
七
割
固
執
ハ
会
議
ヲ
失
敗
セ
シ
ム
ル
虞
ア
ル
旨

意
見
具
申
ノ
件
」『
外
交
文
書

―
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
上
』
二
九
六
―
二
九
七
頁
。

（
13
）  

昭
和
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
に
お
い
て
も
、
英
米
と
の
良
好
な
る
関
係
維
持
を
優
先
す
る
外
交
姿
勢
は
か
ろ
う
じ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
米
国

の
最
後
の
譲
歩
案
（
日
米
妥
協
案
と
称
さ
れ
た
）
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
若
槻
は
幣
原
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
会
議
決
裂
ノ
結
果
ハ

明
年
ヨ
リ
主
力
艦
ノ
代
換
ヲ
始
メ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
補
助
艦
ニ
付
テ
モ
英
米
特
ニ
米
国
ハ
故
意
ニ
モ
日
本
ノ
追
求
困
難
ナ
ル
製
艦
競
争
ヲ
為
ス
ニ

至
ル
ベ
ク
、
之
ガ
財
源
ノ
負
担
ハ
疲
弊
シ
タ
ル
日
本
経
済
界
ノ
回
復
ヲ
阻
害
ス
ル
コ
ト
甚
ダ
シ
カ
ル
ベ
ク
、
又
明
年
一
月
ニ
償
還
期
ノ
到
達
ス
ル

英
貨
公
債
ノ
借
換
ヘ
モ
之
カ
為
如
何
ナ
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
ヤ
計
リ
難
ク
、
更
ニ
国
際
関
係
ニ
及
ホ
ス
影
響
ニ
至
リ
テ
ハ
英
米
ノ
感
情
ヲ
損
シ
タ
ル
日

本
ノ
立
場
ガ
頗
ル
苦
境
ニ
陥
ル
ベ
キ
コ
ト
ハ
火
ヲ
賭
ル
ヨ
リ
モ
明
カ
ナ
リ
（
以
下
略
）」『
外
交
文
書

―
一
九
三
〇
年
ロ
ン
ド
ン
海
軍
会
議
下
』

一
六
一
頁
。

（
14
）  

大
正
一
〇
年
一
二
月
二
〇
日
（
着
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
全
権
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
（
電
報
）「
山
東
鉄
道
問
題
ノ
急
速
解
決
方
ニ
ツ
キ
請
訓

ノ
件
」『
外
交
文
書

―
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
下
』（
一
九
七
八
年
）
四
九
六
―
四
九
七
頁
。

　
　
　
し
か
し
、
米
国
か
ら
の
圧
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
が
中
国
に
対
し
て
行
え
る
譲
歩
に
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
満
蒙

の
特
殊
権
益
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
麻
田
貞
雄
は
、
ル
ー
ト
決
議
（
四
原
則
）
中
の
安
寧
条
項
（
中
国
に
お
い
て
「
友
好
国
の
安
寧
ニ
害
ア
ル

行
動
」
を
さ
し
ひ
か
え
る
こ
と
）
は
、「『
帝
国
ノ
国
防
並
経
済
的
生
存
ノ
安
全
』
が
満
蒙
特
殊
利
益
に
大
き
く
依
存
す
る
と
い
う
日
本
の
伝
統
的

主
張
に
対
し
て
、
米
国
が
暗
黙
の
了
解
と
譲
歩
を
示
し
た
も
の
と
解
」
し
て
い
る
。
ル
ー
ト
全
権
自
身
「
内
密
の
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
日
本
全
権

に
『
満
州
に
関
し
て
は
、
日
本
の
現
地
位
に
な
ん
ら
変
動
な
き
は
勿
論
』
と
述
べ
て
い
た
」。
麻
田
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係
』
一
三
〇
―
一
三

一
頁
。

（
15
）  G

eorge Baer, O
ne H

undred Years of Sea Power: The U
.S. N

avy, 1890 -1990 （Stanford, CA: Stanford U
niversity Press, 1994

）, 
94.

（
16
）  

昭
和
一
〇
年
一
一
月
一
四
日
（
着
）
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
全
権
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
（
電
報
）「
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
開
会
ニ
関
シ
報
告
ノ
件
」
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『
外
交
文
書

―
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
上
』
二
三
五
―
二
三
六
頁
。

（
17
）  

昭
和
一
〇
年
の
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
会
議
（
予
備
交
渉
を
含
む
。）
の
場
合
、
政
治
問
題
を
討
議
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
日
本
政
府
の
交
渉
へ
の

参
加
条
件
で
あ
っ
た
。
昭
和
九
年
五
月
一
八
日
、
在
英
国
松
平
大
使
よ
り
広
田
外
務
大
臣
宛
（
電
報
）「
軍
縮
予
備
交
渉
開
催
方
に
関
し
英
国
外

相
日
本
の
態
度
打
診
」『
外
交
文
書

―
一
九
三
五
年
ロ
ン
ド
ン
海
軍
会
議
』
七
三
頁
。
そ
の
結
果
日
米
の
代
表
団
は
、
比
率
の
上
昇
を
め
ぐ
っ

て
不
毛
の
議
論
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。

（
18
）  Baer, O

ne H
undred Years, 90 -91.

（
19
）  Ibid., 90 -103.

（
20
）  Ibid., 105, 112.

（
21
）  

大
正
一
〇
年
一
〇
月
一
四
日
加
藤
全
権
に
交
付
「
華
盛
頓
会
議
日
本
全
権
委
員
ニ
対
ス
ル
訓
令
」『
外
交
文
書

―
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
上
』
一

八
五
―
一
八
六
頁
。

（
22
）  

日
本
海
軍
の
邀
撃
漸
減
作
戦
に
つ
い
て
は
、Yoichi H

iram
a, 

“Japanese N
aval Preparations for W

orld W
ar II,

” Naval W
ar College 

Review 44, no.2 （Spring 1991
）: 63 -81

。

（
23
）  

石
川
信
吾
「
次
期
軍
縮
対
策
私
見
」（
昭
和
八
年
一
〇
月
二
一
日
）、『
海
軍

―
加
藤
寛
治
日
記
』（
続
・
現
代
史
資
料
五
）（
み
す
ず
書
房
、

一
九
九
四
年
）
四
八
一
頁
。（
以
後
『
海
軍

―
加
藤
寛
治
日
記
』
と
す
る
。）

（
24
）  

同
右
、
四
八
〇
頁
。

（
25
）  

昭
和
九
年
一
〇
月
、
海
軍
有
終
会
は
『
現
存
海
軍
軍
縮
条
約
内
容
の
検
討
』
と
題
す
る
小
冊
子
に
お
い
て
、「
左
記
彼
等
の
公
言
は
最
も
有
効

に
米
国
の
（
六
割
制
限
の
）
真
目
的
を
語
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
米
国
海
軍
軍
人
の
発
言
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る

（
経
歴
な
ど
は
い
ず
れ
も
原
文
の
ま
ま
）。

　
　
　「
プ
ラ
ッ
ト
大
将
（
前
合
衆
国
艦
隊
司
令
長
官
、
倫
敦
会
議
当
時
の
専
門
委
員
、
会
議
後
作
戦
部
長
（
現
在
退
役
）

　
　
　
五
―
三
比
率
は
米
国
が
多
大
の
犠
牲
を
払
い
て
獲
得
せ
る
も
の
に
し
て
、﹇
中
略
﹈、
米
国
は
百
年
な
ら
ず
し
て
支
那
を
援
け
て
戦
う
こ
と
あ
る

べ
き
が
故
に
此
の
比
率
は
譲
歩
す
べ
か
ら
ず
。

　
　
　
ス
タ
ン
ド
レ
ー
大
将
（
現
作
戦
部
長
、
倫
敦
会
議
当
時
作
戦
部
次
長
と
し
て
活
躍
）

　
　
　
五
―
三
比
率
は
米
国
の
通
商
及
び
通
商
路
を
保
護
す
る
上
に
成
算
を
与
ふ
る
も
の
と
し
て
一
般
に
承
認
さ
れ
あ
り
。
日
本
の
対
米
比
率
を
六
割

以
上
に
増
加
せ
ん
か
、
米
国
は
極
東
に
於
け
る
如
何
な
る
支
配
も
為
し
得
ざ
る
べ
し
。」
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財
団
法
人
海
軍
有
終
会
『
現
存
海
軍
軍
縮
条
約
内
容
の
検
討
』（
一
九
三
四
年
一
〇
月
）
二
四
頁
。

（
26
）  W

arren I. Cohen, A
m
erica

’s Response to China: A
 H
istory of Sino-A

m
erican Relations, 5th ed. 

（N
ew
 York: Colum

bia U
ni-

versity Press, 2010

）, 94.
（
27
）  Ibid., 96 -97.

（
28
）  W

illiam
 R. Braisted, The U

nited States N
avy in the Pacific, 1909 -1922 

（Austin: U
niversity of Texas Press, 1971

）, 505

か
ら

引
用
。

（
29
）  Cohen, A

m
erica

’s Response, 115 -116.

（
30
）  Ibid., 118 -121.

（
31
）  H

erbert H
oover, The M

em
oirs of H

erbert H
oover: The Cabinet and the Presidency, 1920 -1933 

（N
ew
 York: M

acm
illan, 

1952

）, 366 -367.

（
32
）  

北
岡
伸
一
「
太
平
洋
戦
争
の
『
争
点
』
と
『
目
的
』」（
細
谷
千
博
ほ
か
編
）『
太
平
洋
戦
争
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
五
六
七
―

五
六
九
頁
。

（
33
）  

末
次
信
正
「
軍
縮
対
策
私
見
（
海
軍
大
将
・
末
次
信
正
、
昭
和
九
年
六
月
八
日
）」『
海
軍

―
加
藤
寛
治
日
記
』
五
三
四
―
五
三
五
頁
。

（
34
）  

例
え
ば
、
海
軍
省
軍
事
普
及
部
の
『
国
民
生
活
と
軍
縮
問
題
』
は
、「
抑
も
個
人
の
場
合
に
於
て
も
正
当
防
衛
の
権
利
は
平
等
で
あ
っ
て
、
自

己
を
防
衛
す
る
権
利
に
は
貴
賤
貧
富
の
別
が
あ
ら
う
筈
は
な
い
。
独
立
の
国
家
間
に
於
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
っ
て
、
国
防
の
安
固
を
期
す
る
為

必
要
と
す
る
限
度
の
軍
備
を
整
斉
す
る
の
権
利
は
各
国
等
し
く
之
を
享
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
或
国
は
大
軍
備
を
擁
し
て
大
国
の
誇
り
を
示
す
に

反
し
、
或
国
は
国
の
発
展
ど
こ
ろ
か
生
存
の
為
必
要
と
す
る
軍
備
を
持
つ
こ
と
さ
へ
許
さ
れ
な
い
と
云
ふ
が
如
き
は
生
存
権
平
等
の
公
理
に
反
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
海
軍
省
海
軍
軍
事
普
及
部
『
国
民
生
活
と
軍
縮
問
題
』（
一
九
三
四
年
一
〇
月
）
八
―
九
頁
。

（
35
）  

末
次
、「
軍
縮
対
策
私
見
」『
海
軍

―
加
藤
寛
治
日
記
』
五
三
六
頁
。

（
36
）  

『
大
本
営
海
軍
部
・
連
合
艦
隊
（
一
）』
三
一
七
頁
。

（
37
）  

「
海
軍
軍
縮
方
針
に
関
し
陸
軍
省
軍
務
局
長
の
海
軍
省
軍
務
局
長
に
為
し
た
る
質
問
及
之
に
対
す
る
答
え
の
要
旨
（
六
月
一
一
日
於
陸
軍
省
）」

『
日
中
戦
争
四
』（
現
代
史
資
料
一
二
）（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
八
年
）
一
七
頁
。（
以
後
『
日
中
戦
争
四
』
と
略
記
す
る
。）

（
38
）  

「
海
軍
軍
縮
に
関
し
陸
海
軍
大
臣
会
談
要
旨
（
昭
和
九
、
七
、
二
〇
於
陸
軍
大
臣
官
邸
）」『
日
中
戦
争
四
』
三
三
頁
。

（
39
）  

昭
和
一
一
年
二
月
六
日
、
在
米
国
斉
藤
大
使
よ
り
広
田
外
務
大
臣
宛
（
電
報
）「
米
国
対
外
政
策
の
傾
向
と
我
が
国
が
執
る
べ
き
対
米
政
策
に
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関
す
る
包
括
的
報
告
に
つ
い
て
」『
外
交
文
書

―
昭
和
期
Ⅱ
第
二
部
第
五
巻
（
昭
和
一
一
年
対
欧
米
・
国
際
関
係
）』（
二
〇
〇
七
年
）
二
七
二

―
二
七
三
頁
。

（
40
）  

「
歴
史
ヨ
リ
見
タ
ル
建
艦
競
争
ニ
関
ス
ル
一
考
察
」
軍
備
制
限
研
究
委
員
会
『
第
六
巻
　
昭
和
一
〇
年
軍
制
研
甲
第
一
〇
号
ノ
一
、
二
、
二
ノ

七
、
二
ノ
八
、
三
』
第
一
〇
参
考
調
査
事
項
第
三
款
関
係
国
海
軍
造
艦
状
況
一
四
―
一
五
頁
（
防
衛
研
究
所
史
料
室
⑨
榎
本
四
三
二
）。

（
41
）  
伊
藤
正
徳
も
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
廃
棄
後
の
日
米
間
の
建
艦
競
争
に
つ
い
て
「
し
か
し
な
が
ら
そ
う
い
う
競
争
を
し
て
い
く
間
に
は
、
必
ず

是
は
堪
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
日
英
米
い
ず
れ
も
が
感
じ
て
く
る
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
何
年
か
後
に
は
必
ず
軍
縮
会
議
が
再
開
さ
れ
る

で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
ま
で
は
我
々
は
歯
軋
り
を
し
て
競
争
に
堪
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
、
建
艦
競
争
が
「
何
年
か
後
に
は
」
終
息

す
る
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。
伊
藤
正
徳
『
軍
縮
会
議
脱
退
後
の
日
本
海
軍
』（
東
洋
経
済
出
版
部
、
一
九
三
六
年
）
一
九
―
二
〇
頁
。

（
42
）  

「
国
策
の
基
準
」（
昭
和
一
一
年
八
月
七
日
五
相
会
議
決
定
）『
日
中
戦
争
一
』（
現
代
史
資
料
八
）（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
）
三
六
一
―

三
六
二
頁
。（
以
後
『
日
中
戦
争
一
』
と
略
記
す
る
。）

（
43
）  

「
帝
国
外
交
方
針
」（
昭
和
一
一
年
八
月
七
日
総
理
、
外
務
、
陸
軍
、
海
軍
四
大
臣
決
定
）『
日
中
戦
争
一
』
三
六
三
―
三
六
五
頁
。

（
44
）  Pelz, Race to Pearl H

arbor, 228.

（
45
）  

波
多
野
澄
雄
は
、「
国
策
の
基
準
」
が
「
作
文
」
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
と
同
時
に
、
日
本
海
軍
に
お
い
て
は
「
国
策
の
基
準
」
策
定

の
前
年
に
「
対
南
方
方
策
研
究
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
南
洋
進
出
の
具
体
策
の
検
討
を
急
い
で
い
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
単
な
る

『
作
文
』
以
上
に
、『
南
進
』
構
想
の
体
系
化
に
向
け
て
努
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
波
多
野
澄
雄
「
昭
和
海
軍
の
南
進
論
」

『
歴
史
と
人
物
』（
一
九
八
四
年
二
月
号
）。
野
村
実
は
当
時
の
第
一
委
員
会
（『
国
策
の
基
準
』
の
前
身
と
な
る
『
国
策
大
綱
』
を
作
成
し
た
。）

の
関
係
者
は
全
て
南
進
に
つ
い
て
「
平
和
的
に
主
と
し
て
『
移
植
民
及
経
済
』
の
両
面
で
発
展
す
る
考
え
方
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。『
大
本

営
海
軍
部
・
連
合
艦
隊
（
一
）』
二
九
六
頁
。

（
46
）  

『
大
本
営
海
軍
部
・
連
合
艦
隊
（
一
）』
二
九
九
頁
。

（
47
）  

「
国
策
大
綱
決
定
の
経
緯
」（
昭
和
一
一
年
八
月
一
二
日
〔
外
務
省
東
亜
局
第
一
課
長
〕
上
村
伸
一
記
）『
日
中
戦
争
一
』
三
五
九
頁
。

（
48
）  

海
軍
次
官
　
山
本
五
十
六
「
海
軍
軍
備
無
条
約
時
代
を
迎
へ
て

―
一
月
二
十
二
日
放
送
」『
水
交
社
記
事
』（
昭
和
一
二
年
三
月
号
）
五
―
六
頁
。
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